
縫代の付け方（参考）作品見本

芯を縦地（縫代巾＋0.5cm）
　　横地（縫代巾）で裁断する
肩は伸び止めのために縦地
伸縮が必要な裾や袖口は横地を使う

横地

ニット芯の裁ち方 このデザインをニットで作る場合の

ニット芯を貼る位置

裁断後、袖ぐり・裾・衿に
横地の芯を裏面に貼ります

（場所は下図参照）

型紙には縫代は含まれておりません

裾

衿

③-1 ◯●の縫代を割り、左右の
袖ぐりを出来上がりに折る

③ 袖ぐりを縫う　

周囲を出来上がりで三つ折にし、一周縫う

④ まわりを縫う　

② ◯印を縫う　

◯印どうし●印どうしを合わせて
袖ぐりを除いて縫う

わ

③-2 袖ぐりを縫う

① 縫代の始末をする

袖ぐりと◯部分●部分の縫代を
ロック又はジグザグミシン等で
始末する

本体(2枚)1.5cm 1.5cm

２cm

わ

布を裁つ際は中表又は外表に二つ折りにし、

型紙の矢印の方向を「縦地」に合わせ

上図の縫代の付け方を参考に裁断して下さい
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拡大図

No.629 の袖ぐりの縫代部分は、上図のように

先が広がるように縫う（左右２ヶ所）
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